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サケ科魚類における異属間(ブラウン

トラウト×カワマス)の天然交雑

上 原 武 則

Hybridization in nature between distinct genera of Samlmonid Fishes,lmonidFishes,

Salmo trutta×Saluelinus fontinlis

Takenori Uehara

Summary

Theintergenerichybridswhichhavebeenproducedbytheartificialbreedingbetween

血ITnOtTuuaandSbluelinusfontiTWlisareusualycalled"Tigertrout"or"Zebra"inEurope

andAmerica,becausethecolourmarkingsontheirbodysurfaceresemblethestripesofthese

animals.Thesehybridsproducerarelyundernaturalconditionsintheriver,wheretheboth

speciesintermingle.(James.H.Allan,1977) InJapan,however,thisnaturalhybridization

hasscarcelybeenreportedinthepast.

On 24September1978,asinglespecimenpresumedtobeoneof"Tigertrout"hybrids

wascaughtfromtheupperstreamsofTaishoikeDam,whereSalTnOtTutta･andSaluelinus

fontinalisslユSPeCteditsparentalspecieswerecrowdingtogether.

Since1975,about300specimensofSalmonidfisheshavebeencaughtandexamineddur-

ingourstudiesoftheTaishoikeareas.Ofallthesespeclmenscollectedduringthese20years,

102wereSbluelinusfontiTWlisand47wereSalmotTutta.However,onlyonespecimenpre-

sumed"Tigertrout"hybridwascaught.Therefore,thishybridconstitutesabout0.7percent

ofthetotalpopulationofparentalspecies:SblmotnLttaandEkuuelinusfontinalis.

The authorattemptedtoascertainwhetherornotsuchaspecimenisreallyahybrid

from thesetwospecies,andtoanalizethefactorsfornatural hybridizationinTaishoike

Dan.

NaganoWemen'sCollege,ll-29Miwa9-chome,Nagano380,Japan
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The presentspecimenwasmaleof3+yearsage,166m inbodylength(195mmintotal

length),38m inbodybreadth,52.5ginweight,anditsmiltweighedonly0.4gintheearly

SpaWnlngSeason

IthadgoldenbrowncololユrWithbroad,darkbrownvermic111ationsonthelateral Sur-

face,darkbrownspotsonthedorsalandadiposefins.Itdoesn'tseemtolooklikeeitherof

itsparentalspecies.

Somemeasurementsofthenumericalcharactersofthishybridareasfollows:110scales

onlateralline,15gillTakersonlstarchand57vertebrae.ThesemeasllrementSShowedthat

thishybridspecimenisbetweenSalmotnLttaandSaluelinusfontinalis.

The characteristicsofthepresenthybridaresimilartothoseshowninthephotograph

andthedescriptionaboutthe"Tigertrout"(SalmotTutta辛×Sbluelinusfontinalis♂)by

Suzuki;Fuknda(1973),exceptalittledifference.

From thesefacts,itisevidentthatthisnaturalhybridizationoccuredfrom the

intercrossingofEkdTnOtnLtta♀ andSaluelinusfontinalis♂.

Since1925,theeggsandfryofSblmotTuttaandSaluelinusfontinalishavebeenim-

portedintotheTaishoikeareasfrom NorthAmericaandlnawashirokoLakeandothers.

Especially,thelocalfishermencontinuedtostockthiswaterareawithSaluelinusfontinalis

untill1971.Sincethen,bothspecieshaveincreasedinnumber.

Althoughtheopportunityfornaturalhybridizationmaybefairlyfreqllent,thehybrid

prodtlCedbysuchintergenericcrossingasSalmotTuttaXSaluelinusfontiTWlisisrarelytobe

foundinthenaturalenvironment血etolowfertilityofparentalspecies,andlowsurvival

rateofFl-hybrifds.Moreover,theseFl-hybrids"Tigertrout''produceneitherfertileeggsand

milt,andsotheyareallsterile.(Suzuki;Fukuda,1971･1973)Becauseofthesefacts,thishy-

bridizationmayexertverylittleinfluencetlPOnthenormalreproductionofSalmonidfishes

inthesenaturalwaterareas.

Keywords;tigertrout,hybridization,Salmonidfishes,Taishoike,SblmotTutta,Saluelinus

fontinalis,intergenerichybrid.
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緒 ロ

1975年から1995年の間に､筆者は長野県梓川

上流大正池水域における主にサケ科魚類につい

て､9回に及ぶ各種の生態調査に係わる機会が

あった｡たまたま､1978年9月24日､魚類相の

調査中にブラウントラウトとカワマスの天然雑

種と思われる1個体が､大正池湖首部のやや上

流域で6種類のサケ科魚類に混じって採捕され

た｡

その後さらにこの雑種の複数個体を得たうえ

で､この雑種形成の生態的要因等について検討

する予定であったが､1995年に至るまでの間に

再びこの雑種を得ることはできなかった｡ちな

みに､この水域は中部山岳国立公園特別保護地

区に指定されていて全面禁漁となっている｡

したがって､過去に得られた1個体の雑種と､

その両親と考えられる2種っいての形質調査等

を行い､さらに生態的要因との関係等について

検討した｡

本稿ではとくに､外観的･計数的形質の調査

結果と既往の文献 ･資料に基づいて､この天然

雑種の系統の確定とその雑種形成の生態的要因

や生態系への影響などについて検討･考察して､

今後のために記載しておくこととした｡
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イワナ属とサケ属の雑種形成

魚類の異種間または異属問における自然界で

の雑種形成については､古くから多くの報告が

ある｡海産魚では少ないが淡水魚では､サケ科､

コイ科､バス科などで多くが知られている(1)0

このことは魚類学上課題の多い系統や種分化な

ど､種に幽する論議に有効な資料となるばかり

でなく､生殖隔離など生態系における自然の統

御機構を探る上でも重要である｡

日本におけるサケ科の天然雑種については､

Oshima(1959)による天竜川上流のアマゴと

ヤマメ (当時は同属異種とされていた)の種問

ー雑種についての報告がある(2).もともと地理

的に隔離分布していて異種として扱われていた

この両種は､その後の研究により同種中の2亜

種として扱うのが妥当とされるようになった経

緯がある｡

同属異種のイワナSaluelinusleucomaenisと

カワマスSaluelinusfontinalisの天然雑種につ

いては､Suzuki;Kato(1966)により中禅寺湖

に注ぐ地獄沢の6尾について報告されてい

る(I)｡また､この両種の大正弛周辺水域にお

ける著しい雑種化については､筆者 (1976､

1978)の報告がある(3)(I)0

サケ科の異属問の天然雑種については､本邦

在来種のイワナSaluelinusleucoTnaenisとヤマ

メOncoThynchusmasouの雑種化に関する報告

は多い(5)(6)｡同じ異属問の､本稿で主題とす

るブラウントラウトSalmotTuttaとカワマス

Saluuelinusfontinalisの雑種は､欧米では人

工交雑で養殖され､その体側の縞模様から

"Tigertrout''または "Zebra"などと呼ばれ

て知られているが､天然での雑種化はきわめて

希で､JamesH.Allan(1977)はカナダ産の

雑種1個休を記載している(7)｡この雑種の親

とされるブラウントラウトは､ヨーロッパ原産

のSblmo属のマスの1種で､シュ-ベルトの歌

曲 r鱒｣にも歌われており､日本にはアメリカ

を経て移入された｡カワマスは北アメリカ原産

のSaluelinus属のイワナのl種で､rアメリカ

イワナ』とも呼ばれ古くから中禅寺湖など湖や

河川に広く放流されている｡

我が国では､この両種ともに外来種のため､

両種が同じ水系に放流されて生態的条件によく

適応して繁殖したうえ､さらに交雑の機会をも

てない限りこの雑種形成は起こり得ない｡

雑種が生息していた水域の魚類相

異属問で生じたと思われるこの雑種が採捕さ

れたのは､長野県南安曇郡安曇村上高地の大正

池の湖首部付近で､梓川本流左岸に田代池から

湧水が流入する水域においてであった｡この地

点で地元の漁業協同組合の熟練した釣り人たち

により同時に的獲されたのは､この稚種1個体

のほか､カワマス18個体､ブラウントラウト1

個体､イワナ6個体､イワナとカワマスの雑種

13個休であった.(Fig.-1)

大正池一帯の水域に生息する魚類はすべてサ

ケ科で､1975年から1995年の間に実施された生

態調査の機会に採描できた魚類総数は299個体

であった｡ (3)(8)(9)(10)(14)その魚種別の群構成は

Tab一e-1のようである｡ブラウントラウトが

47(15.7%)､カワマスが102(34.1%)で､こ

の外来種2種を合わせて49.8%と約半数を占め

た｡また､イワナが61(20.4%)､イワナとカ

ワマスの雑種は75(25.1%)､ヤマメが5 (1.7

%)､ニジマスが8 (2.7%)で､本稿でとりあ

げたブラウントラウトとカワマスの雑種と思わ
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れる個体は1個体 (0.3%)だけで､これは両 個体数149の僅か0.7%に過ぎない｡

親とされるブラウントラウトとカワマスの合計

Fig.-1

Mapsho,wingthelocationwherethehybrid(Tigertrout)andother

salmonidfisheswerecollectedfromTaishoikeDam,onSept.1978.

AzusagawaRiver

★(1)○(18)●(1)

▲(6)◎(13)

TaishoikeDam

WaterGate

Damsite

TashiroikeBog

TashirogawaRiver

○(7) ●(2) ▲(1)

◎(1)

○(3)●(1) ▲(5)

◎(6) △(1)

〔NOTES〕

* Hybrid(Tiger-trout)
(SblmotTuttaXSalvelinusfontinalis)●Brown-trout
(SblmotTutta)
OKAWAMASU
(SbluelinusfontiTWlis)
▲ IWANA

(SbluelinusleucoTnaenis)◎Hybrid(IWANAxKAWAMASU)
(S.leucoTnaenisxSjontiTWlis)
△ YAMAME

(Sblmo(血JTnO)myhiss)

( )Numberoffishes
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雑種個体の形態的･解剖学的特徴と雑種指数

この雑種個体は､披餅体長166mm(全長1951Ⅷ)､

体高38mm､体重52.5gの3年魚の雄であった｡

産卵期に近い9月下旬であったカ亨､生殖巣はピ

ンク色の紐状で発達せず､0.4gと小さく全く

成熟の兆しが見られないため不妊と判断できた｡

外観的特徴で顕著な点は､ブラウントラウト

とカワマスの雑種に固有の体表面の縞模様があっ

て､暗色の地色に明るい虫食い状の模様が鮮明

で､背鰭と脂鰭には両親と同様な暗褐色の斑点

がある｡しかし､両親に見られるような体側の

紅色点がなく､ブラウントラウトのように背か

ら体側にかけての黒褐色の斑点もない｡またカ

ワマスのような背から体側にかけての灰色の斑

点もない｡このように､色彩､斑紋などの外観

的形質では両親のいずれとも異なり､また中間

的傾向も見られず､この雑種に特有の外観を示

す｡(Photo.)

この水域に生息するブラウントラウト群とカ

ワマス群との問に統計的に有意の差が認められ

た計数的形質の､側線鱗数､鯉把数および脊椎

骨数のそれぞれの平均値と､この両種の雑種と

思われる個体のそれぞれの測定値か_ら､この雑

種の雑種指数 (Hubbs;Kuronuma,1942)杏

算出したところ､その結果はTable-2のよう

であった｡

これによれば､この雑種の側線鱗数は110､

雑種指数は25.8%とカワマスに近似で､鯉把数

は15､その雑種指数は53.8%で両種の中間傾向

を示した｡また脊椎骨数は57で､その雑種指数

は78.0%とブラウントラウトに近く､いづれの

形質についても両種の問にあった｡このように､

計数的形質についてはブラウントラウトとカワ

マスの中間的傾向を示した｡

雑種個体の系統の確定と雑種形成の要因等に

関する論議

(1) この雑種の外観的形質はSuzuki･,Fukuda

(1973)Ql)の人工交雑によるブラウントラ

ウト♀とカワマス♂のFl雑種の外観を示

した写真 (PP.30)と一致するものであっ

た｡また､計数的形質についても､同じ人

工交雑のFl雑種30個体の測定値(ll)が､側

線鱗数113.0±2.39､鯉杷数15.4±0.52､脊

椎骨数56.8±1.32で､筆者が採挿した雑種

個休の上記の計測値は､それぞれこの値と

近似のものであった｡

これらの事実から､この雑種はブラウン

トラウトSalmotTuttaの♀とカワマス

SblueliTuSfomtiTZalis♂の Fl雑種 の

"Tigertrout"に間違いないと判断される｡

では､どのような生態的要因によってこ

の両種の天然交雑が生じたのであろうか｡

この点について問題にしなければならない｡
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Table-2

Counts(1)ofnumericalcharactersofhybridfishandparentspecies

劫Imtomua Saiuoenlti?wwlis Hybridfish Hybridindex(';,

Numberofspeclmens 12 10 1

Scaleonlateralline 119.8±1.3 106.6±1.1 110 25.8

GillTakeronlstarch 15.6±0.9 14.3±0.6 15 53.8

Vertebrae 58.1±0.6 53.1±0.3 57 78.0

NOTES:(1)Averagevalues±:95% confidencelimitonthemean.
(2)Hybridindex:byHUBBSandKURONUMA(1942).

Computedonthebaseoffixingtheaveragevaluesofnumerical
charactertsforSblmotTuttaaS100andSbluelinusfontinaZisas
O.

(2) この水域への過去の放流記録 (9)によれ

ば､ブラウントラウトは1925年から1933年

の間に当時の長野県水産課による淡水面漁

業振興策の一環として移入され､その後は

放流されていないが､この子孫はこの水域

によく定着して増殖している｡いっぽうカ

ワマスは､ブラウントラウトと同じころに

猪苗代湖などから卵で移入され､その後も､

地元の漁業協同組合により1971年まで卵ま

たは稚魚で13回にわたり放流された｡

1972年以降においては､イワナの稚魚放

流は精力的に行われたが､本稿でとりあげ

た雑種 "Tigertrout"が発見された1978

年以前の8年間は､ブラウントラウトとカ

ワマスの放流は皆無であることから､この

3年魚の雑種が放流稚魚に混入したものと

は考えられない｡したがって､この雑種は､

過去に放流されてこの水域に混棲していた

- 15 -

両種の天然交雑によって生じたものと考え

てよい｡

(3)つぎに､この水域で同じ場所で､この両

種の産卵期が一致することによって､実際

に交雑産卵行動が行われているかどうかを

問題にしなければならない｡

ちなみに､同じ大正池周辺水域における

イワナとカワマスの､同属異種間の交雑産

卵行動については､野村はか (1982)､上

原 ･吉田 (1984)の報告がある(ll)G5)｡こ

れによれば､イワナの産卵盛期の10月下旬

において､1981年には､34例の産卵群のう

ち交雑産卵群は4例､そのうち交雑産卵の

可能性の高いもの1例が認められた｡また

1983年には交雑の確率が高いとされたのは､

19交雑産卵群のうち3例が確認されている｡

属の異なるブラウントラウトとカワマス

については､折内 (1995)による大正池上



Fig.-2

I)istributionofspawninglocationsofSalmonidfishesattheupper

streamsofTaishoikeDam. (K.ORIUCHl,13-15.Nov.1995)

rapidsヽ

--____--------,

shaltoys
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一一
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rapids ′ノー

+B､ヽt. ▲B

ll 一ヽ一

shattoys

4

TaishoikeDam

TashiroikeBog

TashirogawaRiver

[NOTES]

+P spawningpairofBrowntrout

+B spawningbedofBrowntrout

(foundoftentheirfigures)

OP spawningpairofKAWAMASU

▲B spawningbedofKAWAMASUorIWANA

AP spawningpairofNIJIMASU
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流域の11月中旬における産卵群観察記録の

報告がある(16)(Fig.-2)｡これによると､

産卵群16例のうちブラウントラウトのペア

が4例､産卵床が8例で､合計12例とほと

んどをブラウントラウトが占めている｡そ

の付近には､カワマスのペアが1例､カワ

マスかイワナか判然としない産卵床が2例

でカワマスは少ない｡両種の交雑産卵は認

められないが､同じ場所で同じ時期にそれ

ぞれの産卵行動が行われていたのである｡

このことは､しかし､成熟の遅れたカワ

マスと､成熟の早いブラウントラウトの産

卵期が重なることを示す事実として重要で､

この水域では日照時間､水温などが複合さ

れた生態的条件によって､両種の交雑の機

会があり得ることを伺わせるものである｡

ちなみに､この水域では10月から12月に

かけて､イワナ､カワマス､ブラウントラ

ウトの順に産卵がおこなわれるといわれて

いる｡

一般に生物の異種の間には生殖隔離の機

構があって､地理的または成熟期など生理

的に隔離されるため､天然では雑種形成は

起こらないとされている(17)｡ことに属の

異なるブラウントラウトとカワマスの問で

は､遺伝的機構も働いてさらに難しいと考

えられる｡しかし､この水域では両属の問

に地理的隔離がないことに加えて､生理的

な生殖隔離が生態的要因によって破綻する

時期があるため､きわめて希に両眉間の交

雑が誘発されたものと考えられる｡

(4)ま'た､この雑種の生残率については､人

工交雑によるSuzuki;Fukuda(1972)に

よると､カワマス♀×ブラウントラウト♂

では､押化した仔魚の生残率は著しく低く

ほとんどが死滅してしまうため､成魚にな

るのはブラウントラウト♀×カワマス♂の

場合だけあるというW｡

したがって､かりに交雑によって産卵し

ても､低い生残率のために生育個体数を大

きく減じてしまうので､天然ではきわめて

希にしかこの雑種は発見されないことにな

る｡

さらに､既に述べたように､本稿でとり

あげた雑種は3年魚の不妊と思われる雄で

あった｡このことは､人工交雑で育てた雌

雄ともに不妊であったというSuzllki;

Fukllda(1973)(18)と一致する｡これらの

事実から､天然において希にこの雑種化が

生じても､その頻度が著しく低いうえに､

その雑種の生殖能力がないことから､魚類

生態系におよぼす影響は無視できるものと

考える｡

摘 要

(1)中部山岳国立公園特別保護地区の梓川上

流域の大正池において､1975年から1995年

の問の魚類相の調査で､ブラウントラウト

Salmo tTuttaとカ ワ マ スSaluelinus

fontinalisq)属間雑種と思われる1個体を

採描した｡

この雑種は産卵期の近い9月においても

生殖巣が全く成熟しない3令の雄で､披餅

体長166mm､体高38m､体重52.5gであっ

た｡
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(2) この水域に生息する魚類はすべてサケ科

で､この間に採捕できた299個体のうち､

ブラウントラウトが47個体､カワマスが

102個体と多く､この2種で全体の約半数

を占めていた｡この雑種の両親と推測され

る外来魚2種は､1925年以降､1971年まで

の間に移入され､全国的にも珍しいほどに

よく増殖し混接しており､両種は互いに地

理的に生殖隔離されていない｡

(3) この雑種の色彩､斑紋などの外観的特徴

と､計数的形質の計測値､および雑種指数

などを検討したうえで､既往の文献等によ

り精査したところ､ブラウントラウト♀と

カワマス♂の属間雑種に間違いないと判断

された｡

(4) この水域のブラウントラウトとカワマス

は､11月中旬の同じ時期に同じ場所で､そ

れぞれ産卵行動をしていることから､成熟

の遅れたカワマスと成熟の早いブラウント

ラウトの産卵期が重なるために､両種問の

生理的生殖隔離が破綻する時期があるので､

天然交姓が起こり得ることが推測された｡

また､この雑種は貯化後の生残率が低いこ

とが人工交雑実験で知られているので､希

に天然交雑を生じても成魚まで生育する雑

種個体数はきわめて少ないことが伺える｡

′(5) この姓種は成魚になっても成熟せず不妊

であることから､この組み合わせによる雑

種化が､自然の魚琉生態系におよぽすネガ

ティブな影響はないものと考える｡
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